
Ｐｒｏｓｅｌｆ Ｍａｉｌ Ｐｒｏｘｙ について 
 
●Ｐｒｏｓｅｌｆ Ｍａｉｌ Ｐｒｏｘｙとは 

～このシステムは、大 分大学 のメールシステムオプションとして導 入 されたものです。～ 

 メール送 信 する際 に、添 付 ファイルが大 きすぎて送 信 できなかったり、相 手 サーバーが受 け取 ることができなかった

りということが、解 消 されます。 

メール送 信 時、大 きな容量の添 付 ファイルを送 信 すると、その添 付 ファイルは自 動 的 にＰｒｏself にアップロードされ、

メールの本 文 にダウンロードアドレスとして挿 入 されます。 

メール受 信 側 は、本 文 とは別 に送 られてきたパスワードを入 力 することにより、添 付 ファイルを安 全 に開 くことがで

きます。 

※マナーとして、メールの添付 ファイルは、5Mbyte 以内 を心 がけましょう！ 

 

 

 

 

●Ｐｒｏｓｅｌｆ Ｍａｉｌ Ｐｒｏｘｙの利用例 

 ＜メール受信側＞ 

  以 下 のような、①と②のメールが、ほぼ同 時に届きます。  

このようなメールが届 いたときは、大 きな容 量 の添 付ファイルが送 られてきたということになります。 

 

 

 

①  本 文 内 容の上 部に添 付 ファイルのダウンロード用 ＵＲＬが表 示 されたメールが届きます。 

（送 信側 にも同 じメールが届 きます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



②  件 名 に[パスワード通 知]・・・と書 かれたメールが届 きます。（送信 側 にも同じメールが届 きます。） 

ダウンロード期 限 （１４日間）がありますので、注 意 してください！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
③  ①のメール内 ＵＲＬをクリックすると、以 下のパスワード入 力 画 面 が表示 されます。 

②のメール内 の“パスワード”を入 力（コピーペーストすると簡 単 です・・）して、“ログイン”をクリックしてください。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④  「Ｐｒｏｓｅｌｆ Ｗｅｂ公 開」の画面 が開 きますので、“名 前”のファイルをクリックし、デスクトップなどに「保 存」し、 

添 付 ファイルの内 容 を確認 することができます。 

 
 
 
 
 



 ＜メール送信側＞ 

・ 通 常 どおり、メール送 信 してください。 

・ 大 きな容 量 の添 付 ファイルがある場 合 は、自 動 的にＰｒｏself にアップロードされます。 

・ 特 に操 作 は必 要 ありませんが、Ｐｒｏself にアップロードされたメール（上記 の①②と同 様 の）が送信 元（自 分 ）

にも届 きますので、確認 ができます。 

・ ”ファイル受 信 通 知 ”というメールが届 きましたら、あなたの送 信 したメールが相 手 側 に受 信 され、添 付 ファイ

ルもダウンロードされたということです。 

 

※マナーとして、メールの添付ファイルは、5Mbyte 以内を心がけましょう。 

 

 

≪！よくある質問！≫ 

Q. Ｐｒｏｓｅｌｆは、・・・@oita-u.ac.jp のメールアドレスから送 信 されるメールにだけ有 効 ですか？ 

A.はい。他 のプロバイダーのメールアドレスからは、利用 できません。 

  メールのマナーとして、添付 ファイルは 5Mby 以 下 を心 がけましょう。 

  大 きい添 付 ファイルを送信 することは、知 らず知 らずのうちに、学内 だけでなく、 

相 手 先 のメールサーバにも大 きな負 担 をかけ迷 惑 をかけてしまうことになります。 

 

Q.１つのメールで、同 じ添 付ファイルを、多 数 の方 に送信 するときはどうなりますか？ 

A.１通 ずつのメールとなりますので、人 数分 の合計 の添 付 ファイルにはなりません。 

 

Q.１通 のメールで、添 付 ファイルがいつくかある場 合 はどうなりますか？ 

A.１通 のメールの合 計 が、Ｐｒｏｓｅｌｆへ UP される際のサイズになります。 

 

Q.携 帯 に送 信 することはできますか？ 

A. 携 帯 へ送信 すると、「Ｐｒｏｓｅｌｆ Ｗｅｂ公 開」のＵＲＬをクリックして添 付 ファイルを見 ることによって、 

莫 大 なパケット代 がかかることがありますので、避 けて下 さい。 
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